
特集・89・職員の自主研究④YOKOHAMA・テトラ・フロンティア・シティ構想

特
集
・
8
9
・
職
員
の
自
主
研
究
④

Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ
・
テ
ト
ラ
・
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
・
シ
テ
ィ
構
想

井
上
雄
太
　
田
代
　
理
　
小
高
英
明
　
内
田
亜
仁

策
を
示
す
。
ま
た
、
現
代
社
会
が
機
能
万
能
主
義
の
管

理
社
会
と
な
っ
て
し
ま
い
、
豊
か
な
人
間
的
交
流
を
実

現
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、

自
然
回
帰
型
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
提
案
し
、
豊
か
な

人
間
性
の
回
復
を
願
う
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
今
後

の
横
浜
の
発
展
は
や
は
り
、
国
際
化
へ
の
対
応
が
重
要

な
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
か
ら
、

海
上
に
国
際
空
港
建
設
を
提
案
す
る
。

　
標
題
の
「
テ
ト
ラ
・
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」
と
は
、
2
1
世

紀
の
横
浜
で
は
、
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
は
、
四
囲
の
環
境
が

す
べ
て
で
あ
る
と
い
う
認
識
に
立
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、

ジ
オ
（
地
下
）
フ
ロ
ン
ト
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
（
水
辺
）
フ

ロ
ン
ト
・
ス
カ
イ
（
空
）
　
フ
ロ
ン
ト
そ
し
て
、
ヒ
ル

（
陸
）
フ
ロ
ン
ト
と
い
う
四
面
の
開
発
の
あ
り
方
を
提

は
じ
め
に

現
状

Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ
・
テ
ト
ラ
・
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
・
シ
テ
ィ

効
果

課
題

お
わ
り
に

・
現
在
市
域
の
約
七
％
を
占
め
る
商
業
及
び
近
隣

　
商
業
地
域
に
対
し
て
、
徹
底
的
に
都
市
機
能
を

　
集
中
さ
せ
る
（
ス
カ
イ
・
フ
ロ
ン
ト
、
ジ
オ
・

　
フ
ロ
ン
ト
）
。

・
前
記
以
外
の
土
地
を
自
然
回
帰
し
て
、
基
本
的

　
に
リ
ゾ
ー
ト
す
る
（
ウ
ォ
ー
タ
ー
・
フ
ロ
ン
ト
、

　
ヒ
ル
ー
フ
ロ
ン
ト
）
。

・
横
浜
沖
に
人
口
島
を
つ
く
り
、
そ
こ
に
国
際
空

　
港
を
建
設
す
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
島
に
港
湾
機

　
能
も
集
約
す
る
（
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ
・
シ
テ
ィ

　
・
ゲ
ー
ト
・
ア
イ
ラ
ン
ド
）
。

・
地
下
物
流
網
及
び
交
通
網
を
確
立
す
る
。
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今
、
横
浜
は
、
四
全
総
や
首
都
改
造
計
画
で
国
際
業

務
・
文
化
都
市
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
あ
ら
ゆ
る
面

で
そ
の
発
展
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
多
く
の
都

市
問
題
を
抱
え
な
が
ら
も
、
三
百
十
七
万
人
の
人
口
を

擁
す
る
日
本
第
二
の
都
市
と
な
り
、
快
適
環
境
都
市
と

し
て
新
た
な
る
飛
躍
を
遂
げ
よ
う
と
し
て
い
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
現
在
の
横
浜
は
、
東
京
一
極
集
中
に
ま
き

こ
ま
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
も
露
呈
し
て
い
る
。

　
　
「
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ
・
テ
ト
ラ
・
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
・

シ
テ
ィ
構
想
」
は
、
現
在
の
都
市
問
題
の
究
極
の
原
因

に
土
地
問
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
都
市
ウ
ォ
ー
ル
を
構

想
し
、
大
規
模
な
土
地
供
給
の
た
め
の
ひ
と
つ
の
解
決

一

は
じ
め
に

一二三四五六
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案
す
る
も
の
で
あ
る
。

現
状

　
こ
こ
で
、
横
浜
及
び
日
本
の
現
状
に
つ
い
て
触
れ
て

み
た
い
。

①
－
地
価
高
騰

　
高
度
成
長
期
（
昭
和
三
十
年
代
中
頃
～
第
一
次
オ
イ

ル
シ
ョ
ッ
ク
）
に
は
、
三
大
都
市
圏
に
大
量
の
人
々
が

流
人
し
た
。
し
か
し
、
昭
和
五
十
年
代
に
入
り
、
高
度

成
長
期
の
終
焉
と
と
も
に
人
口
の
大
都
市
集
中
も
鎮
静

化
し
て
い
っ
た
。
と
こ
ろ
が
昭
和
五
十
年
代
後
半
か
ら
、

今
度
は
東
京
圏
だ
け
へ
の
人
口
流
人
が
始
ま
っ
た
の
で

あ
ゐ
（
表
－
１
）
。

　
ま
た
、
経
済
・
社
会
の
ソ
フ
ト
化
現
象
が
進
み
、
情

報
の
技
術
革
新
と
相
乗
効
果
を
発
揮
し
て
、
経
営
資
源

と
し
て
の
情
報
の
価
値
を
飛
躍
的
に
高
め
た
。
こ
う
し

た
こ
と
は
、
日
本
の
経
済
や
社
会
構
造
の
大
幅
な
転
換

を
余
儀
な
く
さ
せ
、
あ
ら
ゆ
る
「
人
・
物
・
事
」
の
東

京
へ
の
集
中
を
ひ
き
お
こ
し
た
。

　
以
上
の
よ
う
な
業
務
・
人
口
の
急
激
な
集
中
は
、
国

内
の
カ
ネ
余
り
現
象
と
相
ま
っ
て
地
価
高
騰
を
ま
ね
い

て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
（
図
－
１
）
。

　
と
こ
ろ
で
、
普
通
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
家
を
購
入
す

る
場
合
、
だ
い
た
い
年
収
の
五
倍
ぐ
ら
い
が
限
度
だ
と

い
わ
れ
て
い
る
。
現
在
三
十
歳
代
の
平
均
年
収
は
、
五

百
六
十
～
六
百
五
十
万
円
ぐ
ら
い
な
の
で
、
一
般
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
が
購
入
で
き
る
家
の
上
限
は
三
千
万
～
三
千

五
百
万
円
ぐ
ら
い
で
あ
る
。
東
京
、
横
浜
で
は
、
も
は

や
マ
イ
ホ
ー
ム
購
入
は
か
な
り
む
ず
か
し
く
な
っ
て
き

て
い
る
と
い
え
る
。

②
－
東
京
集
中
と
横
浜

　
横
浜
市
の
夜
間
人
口
二
百
九
十
九
万
人
に
対
し
、
昼

間
人
口
二
百
六
十
八
万
人
で
、
流
出
超
過
人
口
は
三
十

一
万
人
に
の
ぼ
る
（
昭
和
六
十
年
国
勢
調
査
結
果
）
。

昼
夜
間
人
口
比
は
、
大
都
市
の
中
で
最
下
位
で
東
京
一

極
集
中
の
影
響
が
窺
わ
れ
る
（
表
－
２
）
。

　
東
京
都
区
部
と
本
市
を
主
な
経
済
指
標

で
比
較
す
る
と
、
卸
売
業
年
間
販
売
額
で

二
七
・
六
倍
、
小
売
業
年
間
販
売
額
で
四
・

三
倍
、
銀
行
預
金
残
高
で
一
五
・
五
倍
と

大
き
な
格
差
が
あ
る
（
「
よ
こ

は
ま
市
民
生
活
白
書
8
8
」
）
。
ま

た
、
図
－
２
の
と
お
り
、
国
際

会
議
開
催
数
に
も
大
き
な
格
差

が
あ
る
。

③
-
－
交
通
渋
滞
と
通
勤
ラ
ッ
シ
ュ

　
日
本
の
交
通
渋
滞
は
先
進
国

の
中
で
群
を
抜
い
て
激
し
い
。

表― 2

昼夜間人口

大都市比較(％)

東京圏への人口集中表－１

図‐１　ふきあれる地価高騰のあらし
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図‐２　国際会議

　　待たれる「横浜国際平和会議場」の建設

社
会
経
済
活
動
が
先
進
国
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
あ
り
な

が
ら
、
道
路
水
準
は
、
開
発
途
上
国
並
み
な
の
で
あ
る

（
表
-
３
）
。

　
ま
た
、
横
浜
市
内
の
世
帯
の
主
な
働
き
手
の
通
勤
時

間
は
、
六
十
分
以
上
か
か
る
人
が
、
四
〇
％
を
超
え
て

い
る
（
図
－
３
）
。
し
か
も
、
年
々
長
時
間
化
の
傾
向

は
加
速
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
運
輸
省
の
試
算
に
よ
る

と
、
こ
の
ま
ま
の
状
態
を
放
置
し
て
お
く
と
、
朝
の
ラ
ッ

シ
ュ
の
ピ
ー
ク
時
の
乗
車
率
が
、
三
〇
〇
％
に
達
す
る

　人口一万人

当たりの舗装

道路の長さ(km)

表-３図‐３　通勤時間

　　年々長くなる市民の通勤時間

路
線
が
で
て
く
る
そ
う
で
あ

る
。
こ
の
混
雑
は
、
一
車
両

で
女
性
が
一
人
圧
死
し
て
も

お
か
し
く
な
い
ほ
ど
の
水
準

で
あ
る
プ

④
－
余
暇
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り

　
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
以
降
、
人
々
は
モ
ノ
の
豊
か
さ
か

ら
心
の
豊
か
さ
を
重
視
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

ま
た
、
週
休
二
日
制
の
導
入
や
耐
久
消
費
材
の
普
及
は

自
由
時
間
を
増
大
さ
せ
、
所
得
水
準
の
向
上
と
相
ま
っ

て
、
生
活
の
重
点
が
い
わ
ゆ
る
「
衣
・
食
・
住
」
か
ら

「
余
暇
」
ヘ
急
速
に
移
行
し
て
き
て
い
る
。
特
に
2
1
世

紀
を
担
う
べ
き
現
在
の
二
十
歳
代
の
市
民
は
、
仕
事
よ

り
余
暇
を
充
実
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
る
人
が
、
大
部

分
を
占
め
て
い
る
（
図
－
４
）
。

⑤
―
高
齢
化
社
会

　
本
市
市
民
の
平
均
寿
命
が
男
七
五
・
五
歳
、
女
八
一

・
一
歳
（
昭
和
六
十
一
年
）
と
な
り
人
生
八
十
年
時
代

が
到
来
し
た
。
ま
た
、
Ｄ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
Ｓ
な
ど
と
い
う
言
葉
に

図‐４若い世代は仕事より余暇を楽しむ

調査季報102－89.621
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代
表
さ
れ
る
よ
う
に
出
生
率
の
低
下
と
と
も
に
、
未
曾

有
の
ス
ピ
ー
ド
で
本
市
も
高
齢
化
社
会
を
迎
え
つ
つ
あ

図‐５　年齢３区分構成比の推移

る
（
図
-
５
）
。
老
後
の
生
活
を
、
自
分
の
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
に
組
み
入
れ
て
考
え
る
時
代
に
な
っ
て
き
て
い

る
の
で
あ
る
。
子
供
が
独
立
し
、
仕
事
を
定
年
退
職
し

た
後
の
第
二
の
人
生
を
、
趣
味
や
旅
行
や
交
際
な
ど
で

楽
し
み
た
い
と
い
う
市
民
は
、
約
半
数
を
占
め
て
き
た

の
で
あ
る
。

度
の
都
市
機
能
を
集
中
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
要

請
に
応
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
具
体
的
に
は
、
市
域
の
七
％
の
面
積
に
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
の
イ
メ
ー
ジ
で
、
上
空
に
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
ビ
ル

を
群
立
（
ス
カ
イ
フ
ロ
ン
ト
）
さ
せ
、
そ
の
大
深
度
地

図‐６　都市ウォ―ル
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①
－
都
市
ウ
ォ
ー
ル

　
地
価
高
騰
を
抑
制
す
る
に
は
、
大
ま
か
に
二
つ
の
方

法
が
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
は
、
土
地
の
取
引
き
を
規
制

す
る
こ
と
に
よ
り
地
価
の
上
昇
に
歯
止
め
を
か
け
る
方

法
。
も
う
一
つ
は
、
需
要
に
対
し
て
供
給
が
少
な
い
と

い
う
の
が
高
騰
の
原
因
な
の
で
、
土
地
の
大
量
供
給
に

よ
り
地
価
を
下
げ
る
と
い
う
単
純
明
解
な
方
法
で
あ
る
。

一
方
、
横
浜
で
は
、
産
業
構
造
の
高
度
化
、
職
住
近
接

の
要
請
や
国
際
化
に
伴
い
、
都
市
部
で
の
空
間
ニ
ー
ズ

が
高
ま
っ
て
い
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
都
市
機
能
を
も
っ
た
大
規
模
な

土
地
（
床
面
積
）
の
供
給
を
横
浜
に
お
い
て
行
い
、
そ

れ
と
と
も
に
、
高
度
成
長
期
の
ス
プ
ロ
ー
ル
化
に
よ
っ

て
、
乱
雑
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
都
市
構
造
を
整
備
す
る

こ
と
が
、
き
た
る
べ
き
2
1
世
紀
の
横
浜
に
は
要
請
さ
れ

て
い
る
。
そ
こ
で
こ
の
構
想
は
、
縦
軸
に
徹
底
し
た
高

三



下
を
開
発
（
ジ
オ
フ
ロ
ン
ト
）
し
て
、
し
か
も
そ
こ
に

地
下
物
流
基
地
を
造
る
計
画
で
あ
る
（
図
－
６
）
。
こ

の
大
深
度
地
下
を
含
め
た
地
域
に
市
内
の
大
部
分
の
都

市
機
能
を
集
約
す
る
の
で
あ
る
。
昭
和
六
十
三
年
の
市

域
は
、
四
万
三
一
五
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
そ
の
七
％
は
約

三
〇
二
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
る
。
比
較
的
都
市
機
能
が

集
ま
っ
て
い
る
商
業
地
域
（
図
－
７
）
を
中
心
と
し
て
、

約
三
〇
二
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土
地
に
対
し
て
、
上
空
と

地
下
に
二
〇
〇
〇
％
の
連
担
し
た
ビ
ル
を
つ
く
れ
ば
、

約
六
万
四
二
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
床
が
生
ま
れ
る
の
で
あ

る
。
西
暦
二
〇
〇
〇
年
の
土
地
利
用
を
み
る
と
（
表
－

４
）
住
宅
地
・
商
業
地
・
工
業
地
を
合
わ
せ
て
も
、
一

万
八
八
八
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
な
の
で
、
六
万
四
二
〇
ヘ
ク

タ
ー
ル
と
い
う
の
は
、
2
1
世
紀
の
横
浜
の
都
市
活
動
を

支
え
る
の
に
、
十
分
す
ぎ
る
床
面
積
な
の
で
あ
る
。
こ

の
大
深
度
地
下
を
含
め
た
上
空
に
そ
び
え
る
高
層
ビ
ル

群
を
「
都
市
ウ
ォ
ー
ル
」
と
い
う
。

　
都
市
ウ
ォ
ー
ル
内
に
衣
・
食
・
住
、
さ
ら
に
は
勤
・

勉
・
遊
の
す
べ
て
が
可
能
な
施
設
を
つ
く
る
。
ま
た
、

後
述
す
る
よ
う
に
、
隣
合
わ
せ
に
す
ば
ら
し
い
ア
メ
ニ

テ
ィ
空
間
を
展
開
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
縦
軸
で

は
、
ビ
ジ
ネ
ス
、
住
居
、
都
市
型
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
が
、

ハ
イ
テ
ク
設
置
の
う
え
に
共
存
し
、
ほ
ん
の
僅
か
移
動

す
れ
ば
、
横
軸
に
自
然
回
帰
型
の
本
格
リ
ゾ
ー
ト
が
大

き
く
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
2
1
世
紀
に
見
込
ま
れ

る
余
暇
の
増
大
に
対
処
で
き
る
都
市
の
実
現
と
と
も
に
、

一
歩
す
す
ん
で
、
よ
り
創
造
的
な
余
暇
の
あ
り
方
を
提

案
す
る
都

市
が
で
き

あ
が
る
の

で
あ
る
。

た
と
え
ば
、

「
朝
食
後
、

同
じ
ビ
ル

内
の
ス
ポ
ー

ツ
施
設
で

軽
い
運
動

を
行
っ
て

か
ら
、
エ

レ
ベ
ー
タ
ー

で
通
勤
す

る
。
昼
食

を
自
宅
で

と
り
、
明

る
い
う
ち
に
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
し
て
帰
宅
す
る
。
そ
し
て
、

隣
の
ビ
ル
の
大
パ
ノ
ラ
マ
レ
ス
ト
ラ
ン
で
夕
食
を
と
っ

て
か
ら
、
市
民
は
ホ
ー
ル
で
外
国
有
名
ア
ー
チ
ス
ト
の

コ
ン
サ
ー
ト
を
聴
く
。
あ
る
い
は
、
近
所
の
海
辺
、
山

辺
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
し
て
、
平
日
、
そ
の
ま
ま
キ
ャ
ン

プ
す
る
」
な
ど
と
い
う
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
も
可
能
に
な

る
の
で
あ
る
。

　
2
1
世
紀
は
、
価
値
観
が
現
在
よ
り
も
多
様
化
す
る
時

代
で
も
あ
る
。
タ
テ
・
ヨ
コ
と
い
っ
た
多
様
性
だ
け
で

な
く
、
各
都
市
ウ
ォ
ー
ル
ご
と
の
個
性
も
つ
く
り
あ
げ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
頭
脳
集
積
・
機
能
集
中
・
広
い

空
間
を
生
か
す
と
と
も
に
、
③
で
述
べ
る
国
際
空
港
の

開
港
に
あ
わ
せ
て
、
横
浜
ら
し
い
異
国
情
緒
あ
ふ
れ
る

無
国
籍
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ウ
ォ
ー
ル
な
ど
設
け
て
み
て

も
お
も
し
ろ
い
。

②
-
自
然
回
帰

　
三
-
①
で
多
く
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
生
む
都
市

ウ
ォ
ー
ル
と
い
う
、
縦
軸
で
の
新
た
な
都
市
の
重
層
構

造
を
提
案
し
た
が
、
こ
こ
で
は
、
そ
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー

ス
を
横
軸
に
お
き
有
効
利
用
し
て
、
横
浜
市
民
に
多
様

性
に
富
ん
だ
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
提
案
し
た
い
。

’
市
域
の
七
％
を
都
市
ウ
ォ
ー
ル
と
し
た
た
め
に
、
市

域
の
九
三
％
・
約
四
万
一
三
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
オ
ー
プ

ン
ス
ペ
ー
ス
が
生
ま
れ
た
。
こ
の
全
体
を
リ
ゾ
ー
ト
及

び
一
時
滞
在
型
の
居
住
ゾ
ー
ン
と
す
る
の
で
あ
る
。
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図‐７　横浜市の商業地域

表‐４　横浜市の用途別土地利用の変化
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ま
ず
、
基
本
的
に
都
市
ウ
ォ
ー
ル
以
外
の
土
地
は
、

ウ
ォ
ー
ル
の
床
と
換
地
さ
れ
て
緑
地
と
な
る
。
こ
れ
が

ヒ
ル
フ
ロ
ン
ト
で
あ
る
。
こ
の
広
大
な
緑
地
の
中
に
は
、

住
民
参
加
に
よ
り
大
森
林
が
造
ら
れ
る
。
森
林
は
、
横

浜
の
四
季
を
通
じ
た
美
し
い
自
然
の
要
素
と
な
る
の
で

あ
る
。
ま
た
古
来
、
西
洋
の
「
石
の
文
化
」
に
対
し
、

「
木
の
文
化
」
と
い
わ
れ
る
伝
統
が
あ
る
よ
う
に
、
木

造
建
築
か
ら
絵
画
・
文
学
に
至
る
国
民
生
活
の
基
盤
と

し
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
構
想
に
お
い
て
、
森
林
は
、

横
浜
の
四
季
の
移
り
変
わ
り
を
美
し
く
彩
る
と
と
も
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。
さ

ら
に
は
、
児
童
の
学
習
の
場
や
マ
ル
チ
ハ
ビ
テ
ー
シ
ョ

ン
の
場
と
し
て
、
文
化
・
教
育
的
な
利
用
も
さ
れ
る
。

あ
わ
せ
て
都
市
ウ
ォ
ー
ル
内
に
も
、
ポ
ケ
ッ
ト
フ
ォ
レ

ス
ト
（
小
さ
な
森
）
を
数
多
ぐ
設
け
る
の
も
よ
い
。
生

産
緑
地
も
多
く
残
さ
れ
る
と
と
も
に
、
新
た
に
も
つ
く

ら
れ
、
横
浜
の
農
産
物
自
給
率
は
、
飛
躍
的
に
上
昇
す

る
。
都
市
ウ
ォ
ー
ル
か
ら
徒
歩
圏
内
に
は
、
農
業
や
牧

畜
を
体
験
す
る
こ
と
の
で
き
る
本
格
的
な
農
園
が
つ
く

ら
れ
、
市
民
が
日
常
的
に
土
を
通
し
て
交
流
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
あ
る
。
森
の
緑
と
花
と
キ
ノ
コ
と
小
鳥

の
さ
え
ず
り
が
、
新
し
い
横
浜
の
顔
の
一
部
を
形
成
す

る
の
で
あ
る
。

　
次
に
、
何
よ
り
も
日
本
と
い
う
国
は
海
洋
国
で
あ
る
。

地
球
上
で
わ
が
国
ほ
ど
、
海
岸
線
の
多
い
国
は
ほ
と
ん

ど
な
い
と
い
っ
て
も
い
い
だ
ろ
う
。
一
面
で
は
、
日
本

の
文
明
は
海
を
抜
き
に
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
と
い
え

る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
わ
れ
わ
れ
が
現
在
行
っ
て

い
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
は
、
土
と
い
う
よ
り
コ
ン
ク
リ
ー

ト
に
へ
ば
り
つ
い
て
い
て
、
海
の
香
り
な
ど
ほ
と
ん
ど

な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
こ
の
構
想
で
は
、

水
際
線
は
ほ
と
ん
ど
を
市
民
に
解
放
し
て
、
自
然
回
帰

型
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
と
す
る
。
現
在
水
際
を
占
め

て
い
る
工
場
は
都
市
ウ
ォ
ー
ル
の
地
下
な
ど
へ
、
港
湾

施
設
は
沖
合
の
シ
テ
ィ
ー
ゲ
ー
ト
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
ヘ
移

設
さ
れ
る
。
か
つ
て
の
自
然
の
海
岸
線
を
よ
み
が
え
ら

せ
、
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
・
ダ
イ
ビ
ン
グ
ス
ポ
ッ
ト
・
つ

り
場
、
そ
し
て
海
水
浴
場
が
数
多
く
設
け
ら
れ
、
横
浜

の
中
心
に
ボ
ー
ド
を
か
つ
い
だ
サ
ー
フ
ァ
ー
の
姿
も
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
子
安
や
小
柴
の
浜
に
は

漁
業
組
合
の
協
力
に
よ
り
、
漁
業
体
験
施
設
が
建
設
さ

れ
る
と
と
も
に
、
シ
ャ
コ
や
ノ
リ
の
生
産
が
ふ
え
新
た

な
横
浜
の
名
物
と
な
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
中
村
川
・

大
岡
川
・
堀
割
川
な
ど
は
、
大
き
く
開
削
さ
れ
大
運
河

と
な
り
、
セ
ー
ヌ
川
の
よ
う
に
水
上
バ
ス
が
運
行
さ
れ

る
。
そ
し
て
、
市
民
の
足
に
な
り
観
光
の
メ
ッ
カ
と
な

る
と
と
も
に
、
河
原
は
、
大
災
害
時
の
緊
急
避
難
場
所

と
し
て
整
備
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
丘
と
海
の
両
リ
ゾ
ー
ト
に
は
、
多
く
の
別
荘

が
建
ち
並
び
、
長
期
バ
カ
ン
ス
の
た
め
の
一
時
滞
在
型

居
住
ゾ
ー
ン
と
も
な
る
。
ハ
イ
テ
ク
文
明
が
こ
れ
か
ら

ど
ん
ど
ん
進
み
、
人
々
の
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
れ
ば
た
ま

る
ほ
ど
、
自
然
の
中
で
過
ご
す
満
ち
足
り
た
一
時
が
、

ど
う
し
て
も
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
人
は
、
こ
の
丘
や

海
の
中
で
思
い
思
い
の
「
遊
び
」
に
ふ
け
り
、
心
身
と

も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
都
市
ウ
ォ
ー
ル
と
両
リ
ゾ
ー
ト
間
の
市
内
移
動
に
は
、

ジ
ョ
ギ
ン
グ
ー
ロ
よ
ブ
ー
ス
ゲ
ー
ト
な
ど
の
ほ
か
に
、

公
共
レ
ン
タ
カ
ー
が
利
用
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
徒
歩
圏

内
の
特
定
の
モ
ー
タ
ー
プ
ー
ル
ベ
い
け
ば
、
誰
で
も
乗

る
こ
と
の
で
き
る
安
全
で
無
料
の
電
気
自
動
車
シ
ス
テ

ム
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
排
気
ガ
ス
を
ま
き
ち
ら
す
マ
イ

カ
ー
所
有
と
い
う
考
え
方
は
、
な
く
な
っ
て
い
る
だ
ろ

　
丘
と
海
の
広
大
な
ア
メ
ニ
テ
ィ
空
間
の
中
に
そ
び
え

立
つ
都
市
ウ
ォ
ー
ル
｜
こ
れ
が
2
1
世
紀
の
横
浜
の
姿

で
あ
る
。
人
々
は
職
住
近
接
の
都
市
ウ
ォ
ー
ル
で
働
き
、

住
ま
い
、
そ
し
て
自
然
に
戻
っ
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
た

め
の
リ
ゾ
ー
ト
へ
出
掛
け
て
行
く
。
テ
ト
ラ
・
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
・
シ
テ
ィ
は
、
よ
り
豊
か
な
多
様
性
を
追
究
す

る
2
1
世
紀
の
横
浜
市
民
に
、
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

を
提
案
す
る
の
で
あ
る
。

③
－
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ
・
シ
テ
ィ
・
ゲ
ー
ト
・

　
　
ア
イ
ラ
ン
ド

　
こ
こ
で
は
、
テ
ト
ラ
・
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
構
想
に
基
づ

き
、
文
字
通
り
四
つ
の
次
元
で
の
2
1
世
紀
の
交
通
・
物

流
体
系
を
提
案
す
る
。
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ア
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト

　
東
京
湾
「
中
の
瀬
」
に
、
空
港
機
能
・
港
湾
機
能
そ

し
て
タ
ー
ミ
ナ
ル
機
能
を
持
っ
た
「
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｍ

Ａ
・
シ
テ
ィ
・
ゲ
ー
ト
・
ア
イ
ラ
ン
ド
」
を
建
設
す
る
。

　
成
田
空
港
は
、
不
便
な
上
に
遅
々
と
し
て
整
備
が
進

ま
ず
、
羽
田
空
港
は
、
沖
合
展
開
し
て
も
国
際
線
化
は

難
し
い
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
パ
リ
、
ロ
ン
ド
ン
等
世
界

の
大
都
市
は
、
い
ず
れ
も
そ
の
圏
域
内
に
複
数
の
国
際

空
港
を
有
し
て
い
る
。
国
際
空
港
を
造
る
こ
と
は
、
首

都
圏
の
、
否
日
本
の
極
め
て
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

　
空
港
開
設
は
、
横
浜
の
国
際
的
業
務
・
文
化
都
市
と

し
て
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
上
げ
る
と
と
も
に
、
か
つ
て

欧
米
烈
強
へ
の
開
国
を
遂
げ
、
近
代
日
本
の
基
礎
と
な
っ

た
横
浜
の
第
二
の
開
港
と
も
い
え
る
画
期
的
事
業
と
な

る
の
で
あ
る
。
あ
わ
せ
て
「
シ
テ
ィ
・
ゲ
ー
ト
・
ア
イ

ラ
ン
ド
」
に
は
、
貨
物
取
扱
高
日
本
一
の
横
浜
港
の
港

湾
・
物
流
機
能
を
そ
っ
く
り
移
転
す
る
こ
と
と
す
る
。

ま
た
こ
の
島
は
、
フ
リ
ー
ト
レ
ー
ド
ゾ
ー
ン
と
も
な
っ

て
い
る
の
で
、
人
・
物
・
情
報
の
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

と
な
っ
て
、
横
浜
全
体
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
機
能
も
相

乗
的
に
向
上
す
る
の
で
あ
る
。

イ
ジ
オ
フ
ロ
ン
ト

　
都
市
の
発
展
を
技
術
文
明
史
的
な
観
点
で
み
る
と
、

そ
の
経
済
・
産
業
・
技
術
を
規
定
し
て
き
た
の
は
、
基

本
的
に
は
、
輸
送
の
問
題
で
あ
っ
た
。
迅
速
・
大
量
に

物
資
や
人
を
運
ぶ
こ
と
は
、
発
展
す
る
2
1
世
紀
の
横
浜

に
は
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
ゲ
ー

ト
・
ア
イ
ラ
ン
ド
を
中
心
と
し
て
、
大
深
度
地
下
に
、

都
市
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
網
の
目
の
よ
う
に
通
す
輸
送
網

を
構
築
し
、
迅
速
・
大
量
に
、
し
か
も
静
か
・
安
全
確

実
に
物
資
・
人
を
輸
送
す
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
中
は
、
人
を
運
ぶ
地
下
鉄
ラ

イ
ン
、
物
資
を
運
ぶ
コ
ン
テ
ナ
ラ
イ
ン
、
石
油
な
ど
を

運
ぶ
エ
ネ
ル
ギ
ー
ラ
イ
ン
、
情
報
ケ
ー
ブ
ル
ラ
イ
ン
、

ご
み
搬
送
ラ
イ
ン
な
ど
が
通
る
。
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
は
、

都
市
ウ
ォ
ー
ル
地
下
の
工
場
や
発
電
所
な
ど
、
各
最
終

需
要
者
と
直
接
結
ば
れ
る
と
共
に
、
首
都
圏
の
各
都
市

や
国
内
遠
距
離
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
も
通
じ
て
い
る
。
こ
の

結
果
、
コ
ン
テ
ナ
を
積
ん
だ
大
型
ト
ラ
ッ
ク
が
、
横
浜

ＹＯＫＯＨＡＭＡ・テトラ・フロンティア・シティ構想イメージ図

調査季報102－89.6
25



特集・89籾・職員の自主研究④Y0K0HAMA･テトラ・フロンティア・シティ構想

の
街
を
走
り
回
る
こ
と
が
な
く
な
り
、
過
密
し
た
港
内

の
船
が
不
用
に
な
る
と
と
も
に
、
水
際
線
は
市
民
利
用

が
可
能
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
大
深
度
地
下
（
地
下
五
十
メ
ー
ト
ル
以
下
）
は
、
無

権
利
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
安
価
に
か
つ
大
胆
に
基
幹

的
物
流
網
を
建
設
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
現

在
地
表
面
を
走
る
多
く
の
道
路
や
鉄
道
は
、
不
用
と
な

り
三
－
②
で
述
べ
た
よ
う
に
広
大
な
緑
地
（
ヒ
ル
フ
ロ

ン
ト
）
の
一
部
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
る
の
で
あ
る
。

ウ
ヒ
ル
フ
ロ
ン
ト

　
ジ
オ
（
地
下
）
が
中
距
離
交
通
網
を
分
担
す
る
こ
と

か
ら
、
ヒ
ル
（
陸
）
に
は
広
域
交
通
網
と
し
て
、
時
速

五
百
キ
ロ
を
超
え
る
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
カ
ー
網
と
、
地

域
交
通
網
と
し
て
前
述
の
公
共
レ
ン
タ
ル
自
動
車
シ
ス

テ
ム
が
展
開
す
る
。
超
電
導
技
術
の
利
用
に
よ
る
リ
ニ

ア
モ
ー
タ
ー
カ
ー
網
や
電
気
自
動
車
シ
ス
テ
ム
導
入
に

よ
っ
て
、
ヒ
ル
か
ら
騒
音
・
公
害
・
振
動
な
ど
を
も
た

ら
す
交
通
機
関
は
一
掃
さ
れ
、
自
然
の
静
け
さ
が
戻
っ

て
く
る
の
で
あ
る
。

エ
ス
カ
イ
フ
ロ
ン
ト

　
シ
テ
ィ
・
ゲ
ー
ト
・
ア
イ
ラ
ン
ド
の
他
に
、
イ
ン
テ

リ
ジ
ェ
ン
ト
ビ
ル
上
に
も
、
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
空
港
な
ど

が
設
け
ら
れ
、
ジ
オ
の
都
市
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
と
と
も
に

近
・
中
距
離
交
通
網
を
形
成
す
る
。

　
こ
の
頃
に
な
る
と
、
マ
イ
プ
レ
ー
ン
が
普
及
し
、
ヘ

リ
シ
ッ
プ
や
Ｓ
Ｓ
Ｔ
も
実
用
化
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
広
大
な
自
然
の
中
で
、
ハ
ン
グ
ラ
イ
ダ
ー
や
気

球
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
飛
行
が
か
つ
て
の
人
類
の
夢
を

か
な
え
つ
つ
、
ス
ポ
ー
ツ
ー
レ
ジ
ャ
ー
と
し
て
新
し
い

都
市
人
の
遊
び
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
四
つ
の
次
元
で
の
新
し
い
交
通
物
流

体
系
の
整
備
が
、
都
市
ウ
ォ
ー
ル
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
人

間
活
動
を
支
え
る
と
と
も
に
、
ヒ
ル
フ
ロ
ン
ト
や
ウ
ォ
ー

タ
ー
フ
ロ
ン
ト
で
の
生
ま
れ
た
ま
ま
の
人
間
に
戻
っ
た

人
々
が
、
動
植
物
と
交
流
す
る
自
然
回
帰
型
の
リ
ゾ
ー

ト
ゾ
ー
ン
を
可
能
に
す
る
の
で
あ
る
。

‐
効
果

は
、
日
夜
活
動
の
止
む
こ
と
の
な
い
「
二
十
四
時
間
都

市
横
浜
」
の
創
出
も
可
能
な
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
ヒ
ル
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
両
リ
ゾ
ー
ト
の
創
設
は
、

環
境
問
題
に
一
つ
の
解
決
策
を
示
す
と
と
も
に
、
高
齢

化
社
会
に
お
け
る
シ
ル
バ
ー
エ
イ
ジ
に
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
提
供
で
き
る
。
あ
わ
せ
て
、
新
七
い
大
量
の
オ
ー

プ
ン
ス
ペ
ー
ス
、
既
存
の
川
の
大
運
河
化
な
ど
は
、
大

震
災
を
は
じ
め
と
す
る
災
害
に
対
処
す
る
防
災
都
市
を

つ
く
る
。

　
さ
ら
に
、
シ
テ
ィ
・
ゲ
ー
ト
・
ア
イ
ラ
ン
ド
の
建
設

は
、
年
間
三
十
三
万
隻
と
い
う
東
京
湾
の
海
上
交
通
の

過
密
を
緩
和
す
る
だ
ろ
う
し
、
何
よ
り
も
、
国
際
都
市

横
浜
の
地
位
を
世
界
的
に
不
動
の
も
の
と
す
る
こ
と
だ

ろ
う
。

五

　
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ
・
テ
ト
ラ
・
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
・

シ
テ
ィ
を
実
現
す
る
こ
と
に
よ
り
、
二
の
現
状
で
ふ
れ

た
さ
ま
ざ
ま
な
都
市
問
題
が
、
ほ
と
ん
ど
解
決
さ
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　
そ
し
て
、
都
市
ウ
ォ
ー
ル
に
お
い
て
、
都
市
機
能
を

高
度
に
集
中
す
る
こ
と
に
よ
り
、
①
2
2
世
紀
の
さ
ら
な

る
開
発
の
可
能
な
大
量
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
生
み
、

②
廃
熱
利
用
・
排
水
利
用
（
中
水
道
に
よ
る
）
　
・
小
規

模
発
電
（
地
熱
）
な
ど
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
効
率
的
利
用
・

再
利
用
が
可
能
に
な
り
、
③
大
深
度
地
下
物
流
交
通
網

が
ス
ム
ー
ズ
に
実
現
で
き
、
④
ウ
ォ
ー
ル
を
生
み
出
す

こ
と
の
内
需
効
果
と
生
み
出
さ
れ
た
後
の
、
よ
り
効
率

的
な
経
済
活
動
の
場
の
提
供
が
期
待
で
き
、
⑤
さ
ら
に
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三
・
四
に
お
い
て
、
夢
の
2
1
世
紀
ば
か
り
を
提
案
し

た
が
、
こ
こ
で
課
題
に
つ
い
て
い
く
つ
か
ぶ
れ
て
み
た

い
。

①
－
資
金
問
題

　
こ
の
構
想
を
具
体
化
す
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
問
題
と

な
る
の
は
、
都
市
ウ
ォ
ー
ル
の
莫
大
な
建
設
費
を
ど
の

よ
う
に
調
達
す
る
か
で
あ
る
。
方
法
は
次
の
よ
う
な
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
。

四

課
題
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現
在
、
日
本
は
実
際
に
カ
ネ
余
り
で
、
株
や
海
外
の

国
債
な
ど
の
ペ
ー
パ
ー
マ
ネ
ー
に
資
金
が
流
れ
て
い
る
。

そ
れ
を
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
充
て
る
の
で
あ
る
。
事

業
を
民
間
主
体
の
第
三
セ
ク
タ
ー
が
行
い
、
建
設
さ
れ

る
べ
き
都
市
ウ
ォ
ー
ル
の
余
剰
床
を
担
保
に
、
土
地
債

券
を
売
り
だ
す
の
で
あ
る
。
不
動
産
が
担
保
に
な
っ
て

い
る
の
で
、
確
実
な
値
上
が
り
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
こ

で
、
海
外
な
ど
に
流
れ
て
い
る
民
間
資
金
が
集
ま
る
だ

ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
工
期
別
に
、
短
期
・
中

期
・
長
期
に
分
け
て
売
り
出
せ
ば
、
逐
次
必
要
な
資
金

が
集
ま
る
の
で
は
な
い
か
。

②
－
技
術
的
課
題

　
ア
都
市
ウ
ォ
ー
ル
の
地
下
を
建
設
す
る
際
、
①
巨

大
な
地
下
空
間
を
つ
く
る
の
に
耐
え
ら
れ
る
地
層
を
探

す
地
質
・
地
盤
調
査
技
術
、
②
掘
削
し
た
空
間
の
天
井

を
支
え
る
補
強
材
料
の
開
発
、
③
大
深
度
地
下
か
ら
、

大
量
の
土
砂
を
掘
削
、
搬
出
す
る
技
術
な
ど
（
通
産
省

大
深
度
地
下
利
用
技
術
よ
り
）
が
研
究
課
題
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
政
府
系
研
究
機
関
ほ
か
、
関
係
業
界
・
企
業

の
技
術
開
発
が
待
た
れ
る
が
、
近
い
将
来
に
解
決
さ
れ

る
こ
と
を
願
う
し
か
な
い
。

　
イ
大
深
度
地
下
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
建
設
で
あ
る
が
、

建
設
省
の
見
解
に
よ
る
と
「
現
在
の
シ
ー
ル
ド
工
法
の

延
長
線
上
の
技
術
で
ク
リ
ア
で
き
る
」
　
（
平
成
元
、
４

／
2
4
神
奈
川
新
聞
）
と
か
な
り
現
実
性
が
あ
る
。

　
ウ
ヒ
ル
の
大
森
林
は
、
す
ぐ
に
で
き
る
の
か
と
い

う
と
、
東
京
の
神
宮
の
森
が
約
七
十
五
年
前
に
つ
く
ら

れ
た
人
工
の
森
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
今
か
ら
計

画
を
立
て
れ
ば
、
2
1
世
紀
中
旬
ぐ
ら
い
に
は
、
自
然
に

近
い
森
林
が
横
浜
に
実
現
す
る
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
。

ま
た
、
自
然
の
海
岸
線
が
と
り
戻
せ
る
か
と
い
う
の
は
、

金
沢
の
海
の
公
園
が
教
え
て
く
れ
る
と
お
り
で
あ
る
。

③
－
権
利
移
譲
問
題

　
こ
れ
は
、
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ
・
テ
ト
ラ
ー
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
・
シ
テ
ィ
構
想
が
、
い
か
に
市
民
や
既
存
の
企

業
の
理
解
が
得
ら
れ
る
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
と
考

え
る
。

　
最
近
の
地
価
高
騰
に
よ
り
、
平
均
的
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

が
東
京
圏
に
マ
イ
ホ
ー
ム
を
持
つ
こ
と
す
ら
で
き
な
か
っ

た
り
、
一
戸
平
均
五
十
六
平
方
メ
ー
ト
ル
と
い
う
首
都

圏
の
住
宅
事
情
や
都
市
環
境
を
考
え
る
と
、
答
え
は
お

の
ず
と
導
か
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
一
方
、
京
浜
工
業

地
帯
の
企
業
な
ど
は
、
重
厚
長
大
か
ら
軽
薄
短
小
へ
の

時
代
の
流
れ
の
中
で
、
業
種
転
換
の
機
会
を
窺
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。

④
-
他
都
市
と
の
関
係

　
も
し
、
こ
の
構
想
が
実
現
す
る
と
東
京
集
中
で
は
な

く
、
今
度
は
横
浜
集
中
が
起
こ
る
可
能
性
が
あ
る
。
し

か
し
、
日
本
列
島
と
い
う
範
疇
だ
け
で
そ
の
問
題
を
考

え
る
の
は
、
国
際
化
が
進
む
2
1
世
紀
で
は
、
も
は
や
通

用
し
に
く
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。
地
球
全
体
を
念
頭

に
お
い
た
場
合
、
横
浜
を
よ
く
す
る
こ
と
は
、
ひ
い
て

は
日
本
列
島
を
よ
く
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は

な
い
か
。
ま
た
、
「
テ
ト
ラ
・
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
・
シ
テ

ィ
」
は
、
横
浜
だ
け
に
限
る
必
要
も
な
い
の
で
あ
る
。

―
お
わ
り
に

　
日
本
は
、
海
外
純
資
産
一
千
億
ド
ル
の
世
界
有
数
の

債
権
大
国
と
な
っ
た
。
今
や
、
こ
の
民
間
資
本
を
都
市

づ
く
り
社
会
資
本
形
成
に
向
け
さ
せ
、
2
1
世
紀
の
快
適

環
境
都
市
を
実
現
す
る
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。

「
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ
・
テ
ト
ラ
・
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
・

シ
テ
ィ
構
想
」
を
推
進
し
て
い
く
に
は
、
五
で
ふ
れ
た

以
外
に
も
あ
ら
ゆ
る
課
題
が
あ
る
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん

で
あ
り
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
十
分
な
検
討
が
で
き
な
か
っ

た
。
だ
が
、
現
在
の
都
市
問
題
を
鑑
み
、
あ
え
て
、
夢

の
あ
る
2
1
世
紀
の
横
浜
の
姿
を
思
い
浮
か
べ
た
い
。

「
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ
・
テ
ト
ラ
・
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
・

シ
テ
ィ
構
想
」
は
、
横
浜
の
理
想
で
あ
る
快
適
環
境
都

市
、
国
際
業
務
・
文
化
都
市
を
実
現
す
る
大
き
な
手
段

と
な
り
、
そ
れ
が
2
2
世
紀
へ
と
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る

こ
と
を
期
待
す
る
。

＜
井
上
＝
神
奈
川
区
福
祉
課
、
田
代
＝
同
区
市
民
課
、

小
高
＝
同
区
同
課
、
内
田
＝
同
区
区
政
推
進
課
＞
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（
注
）

１
　
従
来
の
物
質
・
量
的
志
向
重
視
か
ら
、
生
活
の
質

　
の
向
上
や
心
の
豊
か
さ
を
重
視
す
る
。

　
と
も
収
入
が
あ
っ
て
子
ど
も
を
つ
く
ら
ず
、
二
人
と

　
も
生
活
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
て
い
る
夫
婦
を
さ
す
。

３
　
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
や
小
型
飛
行
機
に
よ
る
近
距
離
輸

　
送
の
総
称
。

４
　
大
量
輸
送
で
き
る
飛
行
船
と
運
動
性
の
よ
い
ヘ
リ

　
コ
プ
タ
ー
の
長
所
を
取
り
入
れ
、
垂
直
離
着
陸
で
き

　
る
新
タ
イ
プ
の
乗
り
物
。

５
　
超
音
速
旅
客
機
。
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２
　
D
o
u
b
l
e
　
I
n
c
o
m
e
　
N
o
　
K
i
d
s
の
略
で
、
二
人
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